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東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「翠小学校」サイズ／F3
現在の伊予市立翠小学校は、1932年に完成

した学校で現在は２代目にあたりる。当時、上

灘町長だった井上熊太郎（1880～1938）が

建築、近代化遺産として県内としては最古で

もある。赤い屋根と中央２階に突き出た校長

室や長い廊下が特徴である。旧裁縫室も残っ

ており、今なお畳の教室が残る。校舎は2009

年に伊予市指定有形文化財となっている。
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アクリル、キャンバス 表紙作者　上田　勇一　プロフィール
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畑寺の家

道後温泉の美術品編：山田衛居
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畑寺の家畑寺の家［Ishizuchi2024.3］ ［Ishizuchi2024.3］

　超過密の大都市圏でもなく、自然豊かな田園地帯で
もない、そんなありふれた地方都市にこの住宅の敷地
はある。前面道路は交通量の多い県道で、向かい側に
は大学の駐車場とテニスコートがある。昼間は県道を
通る車とテニスコートの利用者で賑わうものの、夜間
には静かで深い闇が敷地の前に広がってゆく。そんな
場所だ。

　環境と呼応する関係性。この住宅は、周辺環境との
関わり方から組み立てられている。昼間は外から光を
取り入れつつ、内部は外からは見えない。夜間は外の
広がりを取り入れつつ、内部の光が外の闇を照らす。
そして、一日を通して通過交通との相互視線を遮って
ゆく。西面のソーラーブレードと３面の外壁の理由は
ここにある。

　生活による人の動きは、機能の分割によって可視化
されている。部屋の用
途ごとに階分けされた
ことで、機能へのアク
セスは各階への垂直移
動となり、それは常に
外部階段を通ることに
なる。この行為を繰り
返すことで、周辺との
関わりを感じたり、周
囲に生活の端緒を感じ
させたり、環境と呼応
する生活の場を考えて
いる。

❶ ❷

　僕が独立して初めて手掛けた建築はＨＫ．Ｈｏｕｓｅ「畑寺の家」だ。
当時／2005．06－2007．02／こんなことを考えていた。

　当時の文章から、建築へと至る大きな道筋を振り返っ
てみよう。

　最初に取り組んだことは、敷地と周辺環境を理解す
ることだった。敷地が自宅事務所から近いこともあり、
プレゼンテーションに向けて、敷地へは何度も足を運
んだ。朝、昼、夕、夜。晴れの日、曇りの日、雨の日。平
日、週末、休日。訪れるたびに敷地と周辺環境は表情
を変え、様々な建築的ヒントとアイディアを僕に与え
てくれた。エスキスを続けながら、何か気になったら敷
地に行ってみる。そんな日々をほどなく過ごしていった。

　次に取り組んだことは、クライアントがこの場所で、
どんな生活を営むのがよいのかを考えることだった。
オープンで開放的な生活なのか？クローズドで閉鎖的
な生活なのか？はたまたその両方なのか？住宅以外の
機能も持ち合わせ、隣近所の人たちも気軽に立ち寄れ
る住宅なのか？住宅の機能のみに限定して、家族だけ
で過ごす時間を大切にする住宅なのか？それらの両方
を兼ね備えたハイブリッドな住宅なのか？クライアン
トと何度か対話を重ねながら、建築の方向性を見据え
ていった。

　さらに取り組んだことは、これらの考え方を具現化
していったことだ。平面化し、立面化し、立体化し、
建築化したことだ。生活上の水平動線をどう解くか？
上下移動の垂直動線をどう通すか？三次元の立体とし
てどう構成するか？住宅として建築としてどう表現す

るか？現実的に目に見える図面として、模型として、
３ＤＣＧとして、形づくっていった。

　もっと踏み込んで、ＨＫ．Ｈｏｕｓｅへの道筋を辿ってみ
よう。この住宅には、幾つかの想いが織り込まれている。

　敷地の前面道路の先には駐車場があり、更にその先
には大学のテニスコートがあった。日中は車が頻繁に
通り、午後からはテニスコートで部活動が行われてい
た。昼間は住宅の内部に光を取り込みたいが、車や人
からあからさまに内部が見えることは避けたかった。
夜間は学校が終わると道路の先には闇が広がった。人
気のないその外を内部からの光が照らし、外の広がり
を内部空間に取り込みたいと思った。昼間の光の取り
込みと視線の遮断、夜間の外部空間の雰囲気づくりと
取り込み。この二つから、建築西面のソーラーブレー
ド（縦格子、ルーバー）のアイディアが生まれてきた。

　ソーラーブレードは、様々なスタディを重ねて決め
ていった。正面から見た時の見え掛かりをどうするか？
ブレードと隙間の寸法をどれぐらいにするか？ブレー
ドの奥行き寸法をどれぐらいにするか？見付け寸法と
見込み寸法のバランスをどれぐらいにするか？素材を
何にするか？原寸で平面図を描き、立面図を描き、模
型をつくり、さらに３ＤＣＧをつくり、外部からの見
え方も内部からの見え方もスタディし、幾つものバリ
エーションの中から決めていった。

HK.House Staircase

HK.House Facade

HK.House 2F Living roomHK.House 2F Living roomHK.House 2F Living room

　動線は、水平と垂直
を同時に検討していっ
た。部屋の機能を階ご
とで分けるのか、混成
させるのか？平面的な
関係性をどうするか？
上下をどう繋げるか？
内部階段にするか、外
部階段にするか？外か

ら階段内部は見えるのか見えないのか？階段から外は
見えるのか見えないのか？家族のプライバシーと周辺
とのコミュニケーションのバランスを考えながら、住
宅とそれ以外の機能を積層・連結させていった。

　……書きたいこと伝えたいことは、まだまだ山のよ
うにある。ここまでの話は、膨大なスタディのほんの
一片に過ぎない。千里の道の一歩ぐらいだ。テーマ、コ
ンセプト、プログラム、ダイアグラム、エスキス、配
置、平面、立面、断面、模型、３ＤＣＧ……。建築を考
えるということは、マクロにミクロに様々なスタディ
を重ね、最も適した結論を見出すということでもある
のだ。

　僕が「畑寺の家」に取り組んで気がついたことは、敷
地や周辺環境には建築を考える上でのヒントが沢山あ
り、それらを内外に反復したり呼応したりすることで、
その場所ならではの建築をつくることができるという
ことだ。建築を考えることは、苦しくも楽しい。まる
でランニングのように。走っている時は苦しいことば
かりだが、走り終えた時には、充実感や満足感がある。
そして一つの実績が残る。僕のファースト・ランは、小
さな住宅だったが、建築というトレイルランニングを
進んでゆく上での、大きな手掛かりになった建築でも
ある。

HK.House 3F Bedroom
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道後温泉の美術品編：山田衛居
：　　　　　　　　　　一級建築士　野本　　健
：文化財・まちづくり委員会　委員　花岡　直樹

執筆
監修ARTWORKS of M.YAMADA

THE HISTORY OF
DOGO　ONSEN

❸ ❹

▲神の湯本館２階休憩室

▲湯釜薬師　～明治27年以前の湯釜

▲放生園　～明治25年の養生湯の湯釜。
現在は足湯として第二の人生を送っている

▲神の湯本館（東側浴室）
～明治27年から使用されている神の湯の湯釜

道後温泉の美術品編

　道後温泉本館は長年に渡って様々な美術品が

展示・収蔵されてきた。神の湯本館２階休憩室

の欄間に飾ってあった絵画などは多くの人々に

とって馴染み深いものであろう。しかし、長い

歴史の中でそういった美術品の来歴の知識や情

報は引き継がれず、現在では何もわからないと

いうのが今日の状況である。

　私自身、道後温泉の美術品とその来歴は道後

温泉本館の歴史的な意味を示す上で大変重要で

あるものと考え、未来に残す価値があるものと

信じている。

　道後温泉という歴史的な価値がある場所で何

もわからないというのはいささか物悲しく、長き

に渡り道後温泉の歴史を調べた結果、少しでも分

かったことをまとめ、今後100年先の人たちに

この知識を引き継ぐため筆を執った次第である。

＜おことわり＞
　以下記載内容は、現在の道後温泉本館保存修理工事の状況や収集できた文献から総合的に判断した内容を記載し
ている。そのため、調査状況により新たな知見が得られた場合、記載内容に訂正の必要が生じる可能性はある。

■はじまり 道後温泉と

山田衛居の関係性

　初代湯之町町長の伊佐庭如矢は明治25年に養生

湯（現在の南棟）、明治27年に神の湯本館、明治32

年に又新殿・霊の湯棟の建設を行い、現在の道後温

泉本館の原型を形作ったのである。

　この建築工事の際、大きな問題となったのが湯釜

である。当時の神の湯の湯釜は湯釜薬師が使用され

ており、道後温泉で生きる人々にとっては神仏に近

しい存在であった。地元の人々にとって、この湯釜

を交換し新たに作り替えることは温泉が止まるなど

の祟りが起こるものと信じられていた。

　そのため、伊佐庭如矢は新たに作る湯釜を湯釜薬

師と同等の神仏に近い湯釜にするため、誰にデザイ

ンを依頼すればいいか頭を悩ませたに違いない。

　伊佐庭如矢は初代湯之町町長になったのが61歳

の時である。彼の経歴は興味深く、松山藩の菅五郎

左衛門良弼の家司として仕え、42歳頃に東京神祇

官として派遣され、44歳頃に愛媛県職員、58歳頃

には金刀比羅神宮の禰宜という経歴を持っている。

そのため、公共と神仏どちらに対しても専門性を持

つ稀有な人物であった。

　伊佐庭如矢が道後温泉の改革を任された明治時代

は、明治維新による政教分離がうたわれた時代であ

り、道後温泉と神仏は深い結びつきがあったことか

いいもりもりだだやまやま いもりだやま

＜謝辞＞
下垣　良太様
【川越氷川神社　権禰宜】
～掲載許可及び助言

折井　貴恵様
【川越市立美術館　学芸員】
～山田衛居についての解説及び助言

　今回は山田衛居について取り上げたいと考えている。

道後温泉本館との関係性は道後温泉本館のシンボル・湯

釜である。

　湯釜とは道後温泉独自の湯を出す彫刻物である。石で

できた円柱の造形物で、頂部に宝珠を模した物が載せて

あり、その下に神仏の彫刻物を施した物である。古くか

ら道後温泉で使用されてきたこの湯釜は現在、道後公園

の入口付近に湯釜薬師として祀られている。

ら、道後温泉の建設工事にとって伊佐庭如矢はうっ

てつけの人物であったに違いない。

　伊佐庭如矢は道後温泉のために自分が持つ人脈を

大いに活用したことが、道後温泉事務所に残る湯之

町町長日誌や美術品から垣間見えてくる。

　山田衛居は伊佐庭如矢が町長になった明治23年

に「橿原宮御即位大礼図」を描き明治天皇に献上し

ている。神社の祠官であり、神仏や天皇を描くこと

を許された人物が湯釜をデザインするなら、道後温

泉の人々も納得するに違いないと考えたのだろう。

そのような経緯から道後温泉の湯釜のデザインを依

頼したことが推測される。
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▲大国主命 ▲少彦名命

▲川越氷川神社本殿（提供：川越氷川神社） ▲神の湯２階休憩室　～昭和32年頃

▲川越氷川神社拝殿（提供：川越氷川神社）

▲背面：少彦名命▲正面：大国主命

▲放生園の湯釜

▲刻印部分

▲霊の湯２階休憩室

▲明治天皇行幸絵巻（引用：川越氷川神社祠官　山田衛居）

道後温泉の美術品編

　山田衛居（嘉永２年（18

49）～明治40年（1907））

は現在の埼玉県さいたま市

浦和区下木崎の石田致隆と

して誕生した。明治２年（18

69）に埼玉県の川越氷川神

山田　衛居

大国主命と少彦名命

　道後温泉本館には山田衛居が描いた掛軸が合計４

幅保管されている。衛居は展覧会に出品することを

嫌い、革新的な絵画様式を追求する主義でもなかっ

たため、現存する絵画作品は非常に少ない。そのた

め、道後温泉に彼の絵が４幅あることは大変貴重で

ある。

　この４幅の掛軸が道後温泉にとってそれぞれ一体

どのような関係性を示しているか謎であった。しか

し、伊佐庭如矢が手掛けた道後温泉本館の建設の歴

史から考えれば自然と読み取れてくる。

　湯之町町長日誌によれば、明治24年12月16日

に「東京滞在町長ヨリ、養生湯二据付ノ湯釜ヘ彫刻

ノ、大貴巳少彦名ノ下絵図到着ニ月～通達ス」とい

う記載があることから、伊佐庭如矢自身が山田衛居

の元へ直接訪れ、下絵を受け取っていたことがわかっ

てくる。また、この２幅の掛軸は養生湯の湯釜と同

社祠官として迎えられ、婿入りにあたって名を山田衛

居と改めた。

　衛居は幼少のころから書画を好み、大熊渓雲に和漢

学の教えを受け、菊池容斎に歴史学と絵を学んだ。

　衛居は「朝日之舎」と名乗り、「朝日之舎日記」を執

筆し、当時の川越の日々の様子を残している。「朝日之

舎日記」によれば牛若丸や神武天皇など天皇あるいは

その忠臣、または彼らにまつわる故事を画題としてい

ることがわかる。衛居の大作として「明治天皇行幸

絵巻」と「橿原宮御即位大礼図」が挙げられる。

　霊の湯２階休憩室を利用されたことがある人は床の

間に大国主命が少彦名命を抱えた日本画の掛軸が飾っ

てあったことを覚えているのではないかと思う。

　また、湯之町町長日誌によれば明治32年８月５日の

霊の湯開業式にて、「床　湯神之像　大貴巳少彦名ヲ掌

中ニ置キ玉フノ図　大教正山田衛居之筆」という記載

があり、この掛軸を飾っていたものと考えられ、それ

だけ貴重な美術品であることがわかってくる。ちなみ

に霊の湯の一番風呂は町長である伊佐庭如矢である。

▲山田　衛居
（提供：川越氷川神社）

画題の関係が深い絵であることも考えられる。（養

生湯の完成は明治25年１月31日）

　しかし、ここで勘のいい読者は気付くかもしれな

い。現在、放生園で第二の人生を送っている湯釜の

彫刻は大国主命ではないかと。実はこの湯釜は背面

にも彫刻が施されており、その像は少彦名命なので

ある。

　この湯釜は養生湯に鎮座していた時、真ん中で仕

切られ、男湯と女湯にお湯を配湯していたのである。

やま だ もり い
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◀神の湯東側浴室▲

▲伊佐庭如矢へ贈った絵▲

道後温泉の美術品編

　古写真からも大国主命は男湯側、少彦名命は女

湯側に設置されていたこともわかってくる。（玉

を抱いているか、抱いていないかで判断できる）

　普通は正面しか見ないため、今後、道後温泉を訪

れる際は背面側も是非ご覧いただければと思う。

　次に霊の湯２階休憩室の床の間に飾られていた、

大国主命が少彦名命を抱えた日本画の掛軸はどの

湯釜と関連付くかは自然と見えてくる。明治27

年に製作した神の湯の湯釜である。（現在、神の湯

東側浴室で使用されている）

　湯之町町長日誌によれば明治27年２月13日「在

京町長ヨリ画像及湯釜彫刻文字通知」とあること

から、この時期にも山田衛居と直接やりとりして

いたものと考えられる。（神の湯の完成は明治27

年４月10日）

　最後に４幅目の絵である。こちらは左下に「伊

予道後温泉湯壺改造予友　伊佐庭君有所望力予作

其湯　壺之御神像故絵以贈同君　明治壬辰（甲午

に上書）春三月上浣　武蔵川越郷社々司大教正山

田衛居」とあり「道後温泉の湯釜の改造にあたり

友人伊佐庭君の求めで湯釜の神像を私が描いたの

で、この絵を同君に贈ります」と読み解くことが

できる。（明治壬辰は明治25年、明治甲午は明治

27年を指す）

　道後温泉に保管されていることから、伊佐庭如

矢は自身に贈られた絵も道後温泉に寄贈し、活用

してもらいたいと考えたものと思われる。

　４幅の掛軸は共通して明治壬辰の上から甲午に

上書されている。湯之町町長日誌によれば、養生

湯は明治25年１月31日に神の湯は明治27年４

月10日に営業を開始している。そのため、どちら

の年代を鑑みても意味が通じ、また誰が文字を修

正したかは不明である。

　阿部里雪が執筆した「道後温泉と伊佐庭如矢」に

よれば、「伊佐庭如矢が金毘羅宮の禰宜であった

時に山田衛居と縁を持ち、ひたすら頼み込んで絵

を描いてもらった。実際できた湯釜を見た衛居は

感動して、石工であった石井源平衛に絵を贈った

が既に亡くなっており、蜂須賀兵蔵が絵を受け取っ

た」という記述が確認される。

　伊佐庭如矢に絵を贈った経緯や上記の記述から、

３幅の絵は神の湯と養生湯の湯釜の彫刻を手掛け

た石工である石井源平衛に贈った絵である可能性

も考えられ、その後、道後温泉の改築委員であっ

た蜂須賀兵蔵が道後温泉にこの３幅の絵を保管し

たものと推測される。

　明治34年に伊佐庭如矢が執筆した「道後温泉

誌略」によれば、養生湯、神の湯、御湯殿の湯釜

は山田衛居がデザインしたと記載されている。し

かし、又新殿の湯釜の絵と考えられる下絵や掛軸

は道後温泉に保管されておらず、どのような絵で

あったかは不明である。

■参考文献
「道後温泉　増補版」
「海南新聞」
「道後温泉と伊佐庭如矢」
「道後温泉誌略」
「道後温泉誌」
「道後温泉　観光編①」
「川越氷川神社祠官　山田衛居」
「二神鷺泉と道後湯之町」
「伊佐庭如矢翁伝」
＊本書掲載の文章・図版の無断複製・転載を
禁じます。

■まとめ

　湯之町町長日誌や他の文献より、道後温泉の養

生湯、神の湯、御湯殿の湯釜を製作する際、伊佐

庭如矢が直接、山田衛居の元を訪れ、下絵を受け

取り大国主命と少彦名命の御神像を彫刻していた

ものと考えられる。

　「朝日之舎日記」によれば山田衛居は市内や近隣

の知人などから頻繁に絵を依頼されていたそうだ。

伊佐庭如矢が受け取ったと言われる下絵は道後温

泉に保管されていなかったものの、山田衛居が湯

釜の出来に感動し、功労者である伊佐庭如矢と石

井源平衛に絵を贈ったことは日記の記述から見て

も不自然ではないものと思われる。偶然にもその

４幅の掛軸が道後温泉に寄贈されたことが、今日

の保管状況に至ったことが推察される。

　先述したように道後温泉の美術品の来歴や情報

が皆無であり、多くが謎に包まれている。しかし、

これらの美術品には意味があり、道後温泉の歴史

や他の県、人物の歴史を解明する上で非常に重要

な意味を持っている。このような重要性を理解し

てくれる人間が少しでも増えてくれることを願い

筆を擱く。

▲養生湯：女子浴室（提供：二神　將）▲

▲御湯殿の湯釜▲

▲養生湯：男子浴室（提供：二神　將）▲
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◀神の湯東側浴室▲

▲伊佐庭如矢へ贈った絵▲

道後温泉の美術品編
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　中央アジアのオアシス都市が連なるウズベキスタ
ンは、それを繋ぐように鉄道が走っている。トルク
メニスタンの“地獄の門”から西部のヒヴァへと戻
り、シルクロードのイスラム建築巡りを開始。その
後、ブハラ・サマルカンド・タシケントの順に東へ
移動しながら「青の都」の街並みを観察した。首都
タシケントは交通の中心だが、一番東部のエリアに
ある。
　各地のイスラム建築の特徴は、“メドレセ”と呼ば
れる美しいイスラム教神学校が多数保存されている
ことだ。イスラム教育を受けるため全寮制で学問を
修得するという極めて高度な教育システムが、15
世紀頃からこの地域では行われていた。メドレセは
２階建ての尖頭アーチが並ぶファサードで、中庭を
取り囲んで１階が教室、２階が宿泊室というシンプ
ルな造りの建物だ。１辺100ｍ程度のロの字型の形
状のものが多い。
 これが各地で保存活用され観光客を魅了するのだが、

10

　ヒヴァで宿泊したオリエントホテルは、ホレズム
時代の二重の城壁で囲まれた世界遺産イチャン・カ
ラという、博物館都市の中でも象徴的なメドレセ建
築で、尖頭アーチや部屋の規則的な配置、青のモザ
イクタイル張りの外壁が美しかった。もう他の見学
はしなくてもいいと思ったくらいだったが、2023
年５月１日朝から現地ガイドを頼み、３人で世界遺
産建築の見学をした。同行者Ｔ氏は時刻に合わせて
我々のホテルまで来ていた。ホテルの入口には未完
成のヒヴァのシンボル、大ミナレット“カルタ・ミ
ノル”があり、その目の前がミリタリーオフィス（政
府機関）のクフナ・アルク。この宮殿建築が博物館と
なっていて、中庭を囲むように政府の施設が配置さ
れていた。入口は恐怖政治をするための“拷問の歴
史”を展示した博物館だったり、貨幣鋳造所の歴史
と貨幣の造り方を人形で伝える展示室があって、紙
幣印刷の版木や鋳造の道具がその歴史を今に伝えて
いた。屋上に上がるとヒヴァ市内を一望できて、そ
の博物館都市の大きさを実感できた。
　市街地を歩くとコーランを置く台やシルク絨毯の
製造実演、４人の科学者の顕彰展示館などがあり、
ヒヴァの美しい遺跡を見るため世界中から観光客が
訪れていた。ガイドはすべて英語で一方的に説明を
するので、何と言ったのか３人で確認し合いながら
見学した。朝は涼しかったが、日中日向に出ると陽
差しが強い。昼のビールがどれ程恋しかったこと
か。昼食はガイドツアーを終えて午後２時頃に摂っ
た。パスタを頼んだつもりだったが、グリーンパス
タというそばのようなもので、少し当て外れ。追加
して注文したシシカカブという肉の串刺しが中央ア
ジアらしい味で、ビールの良いあてになり心癒やさ
れた。

2シルクロードのイスラム建築群

　５月２日朝６時起床、シャワーを浴びて７時から
朝食を摂る。午前９時ドライバーがオリエントホテ
ルまで迎えに来て、それでホレズム州の州都ウルゲ
ンチ駅までドライブだ。ドライバーは車が日本製で
トヨタのハイエースだと言うことを非常に自慢して
いた。ヒヴァの旧市街を抜けてウルゲンチへ向かう
道は幹線道路でよく整備され、ソ連の名残であろう
か、トロリーバスも走っていた。しかし一昨日のト
ルクメニスタンとは段違いの国の発展ぶりである。
外資を入れて国作りをするのと鎖国ではこんなにも
差がでるのだろうか。国民のための国作りがどれ程
大切なことなのか証明しているようなものだ。

1ウズベキスタンの鉄道旅、西から東へ

“地獄の門”と“地獄の門”と
サマルカンド･ブルーを探す旅・後編サマルカンド･ブルーを探す旅・後編
“地獄の門”と
サマルカンド･ブルーを探す旅・後編

▲サマルカンドの中心、レギスタン広場

▲“メドレセ”だったオリエントホテル中庭

▲ヒヴァの城壁 ▲ミリタリーオフィスとオリエントホテル

▲ウルゲンチ駅 ▲ブハラまでの客車

▲キジルクム砂漠 ▲ブハラ旧市街の通り

　レストランで両替を済ませ、この後どうするか３
人で相談したところ、この町で一番高いミナレット
（尖塔）に上りたいという話になったが、その高さが
80ｍ程あるし上りにくい回り階段のため、私はホテ
ルに帰って汗を流すことにした。実はこの街は夜、遺
跡全体がライトアップされとても美しいと聞いてい
たので、それを楽しむため夜も散策したかったのだ。
　夕食は行き当たりばったりで、近くのレストラン
を探す。街が世界遺産のため建物には看板やネオン
が全くないので、探すのに苦労した。やっと見つけ
たレストランのガーデンテーブルは満席だが室内に
は空席があり、いつも通りの中央アジアのオアシス
の味を楽しんだ。その後はヒヴァのライトアップさ
れた旧市街全体に広がるイスラム建築を観て回った
のだが、無理な色彩豊かな演出で街並みの雰囲気が
下品になっているかもと心配になった。

ヴ 宿泊したオリ トホ ルは ホ ズ

２.１　タシケントの西約1000kmにあるヒヴァ

月２日朝６時起床 を浴び 時か

２.２　シルクロード交易の十字路、ブハラ

　ブハラのホテルは旧市街地内で、周囲にもそれ程
大きなホテルは無く２階建てのペンションのような
ブ ホ ルは旧市街地内 周囲 も れ程

２.３　ブハラ市内ウォーキングツアー

　40分程で州都のウルゲンチ駅に到着。そこでドラ
イバーとはお別れをし、駅前で切符を確認してゲー
トを抜け駅ビルに入る。もう一回切符を確認されス
タンプが押されホームへ出ると、そこにはすでに列
車が駐まっていた。６号車の１等車コンパートメン
トと聞いていたので期待していたが、そこは２段ベッ
ドが２つの狭い部屋だった。すでに３人の大男が横
になっていて、さぞかし暑苦しい雰囲気。スーツケー
スを置く場所も見当たらない。その中の一人が天井
上を指さしてそこに上げろ、という。こんな重いも
の（20kgくらい）を上げれるわけない、と心で叫び
ながら力を振り絞って２段ベッドの上まで上げて、
さらに天井裏まで担ぎ上げた。みんなちょっとずつ
手を貸してくれたが、汗だくになった。
　客車には冷房が入っておらず、窓の上の方が少し
だけ空いていた。暑い。手ぬぐいで汗を拭いながら
扇子をとりだして仰いだ。もうこれではブハラ到着
までの６時間、横になっているしかなさそうだ。他
の者は本を取り出して読んでいた。走り出すと少し
涼しくなったようだ。車窓には点々と生えるホンの
僅かな緑と何処までも続くキジルクム砂漠が広がっ
ていた。

他にもモザイ
クタイルで装
飾したモスク
や廟が世界遺
産に登録され、
輝きを放って
いた。

▲遺跡のライトアップ

　午前10時12分ウルゲンチ発で、お昼頃には何か
車内販売があるのかと期待していたが何も来ない。
もちあわせのチョコレートや瓦せんべいで空腹を満
たした。トイレに行った際にお湯が出ることを知る。
昼飯抜きよりもさっき苦労して天井まであげた大き
なスーツケースを引っ張り下ろしてカップラーメン
を取り出して食べた。
　４人部屋の２段ベッドの下には日本人が乗ってい
たので、少し話をする。東京から来てウズベキスタ
ンを回っているらしく、前日はヒヴァでタクシーを
チャーターしてヌクス辺りまで観光したそうだ。ド
ライバーはロシア語しか話せなくて、全く会話がで
きなかったと言っていた。道路や案内看板も全く英
語の記載は無く、現地語とロシア語のみの表記でか
なり戸惑ったそうだ。
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修得するという極めて高度な教育システムが、15
世紀頃からこの地域では行われていた。メドレセは
２階建ての尖頭アーチが並ぶファサードで、中庭を
取り囲んで１階が教室、２階が宿泊室というシンプ
ルな造りの建物だ。１辺100ｍ程度のロの字型の形
状のものが多い。
 これが各地で保存活用され観光客を魅了するのだが、
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　ヒヴァで宿泊したオリエントホテルは、ホレズム
時代の二重の城壁で囲まれた世界遺産イチャン・カ
ラという、博物館都市の中でも象徴的なメドレセ建
築で、尖頭アーチや部屋の規則的な配置、青のモザ
イクタイル張りの外壁が美しかった。もう他の見学
はしなくてもいいと思ったくらいだったが、2023
年５月１日朝から現地ガイドを頼み、３人で世界遺
産建築の見学をした。同行者Ｔ氏は時刻に合わせて
我々のホテルまで来ていた。ホテルの入口には未完
成のヒヴァのシンボル、大ミナレット“カルタ・ミ
ノル”があり、その目の前がミリタリーオフィス（政
府機関）のクフナ・アルク。この宮殿建築が博物館と
なっていて、中庭を囲むように政府の施設が配置さ
れていた。入口は恐怖政治をするための“拷問の歴
史”を展示した博物館だったり、貨幣鋳造所の歴史
と貨幣の造り方を人形で伝える展示室があって、紙
幣印刷の版木や鋳造の道具がその歴史を今に伝えて
いた。屋上に上がるとヒヴァ市内を一望できて、そ
の博物館都市の大きさを実感できた。
　市街地を歩くとコーランを置く台やシルク絨毯の
製造実演、４人の科学者の顕彰展示館などがあり、
ヒヴァの美しい遺跡を見るため世界中から観光客が
訪れていた。ガイドはすべて英語で一方的に説明を
するので、何と言ったのか３人で確認し合いながら
見学した。朝は涼しかったが、日中日向に出ると陽
差しが強い。昼のビールがどれ程恋しかったこと
か。昼食はガイドツアーを終えて午後２時頃に摂っ
た。パスタを頼んだつもりだったが、グリーンパス
タというそばのようなもので、少し当て外れ。追加
して注文したシシカカブという肉の串刺しが中央ア
ジアらしい味で、ビールの良いあてになり心癒やさ
れた。

2シルクロードのイスラム建築群

　５月２日朝６時起床、シャワーを浴びて７時から
朝食を摂る。午前９時ドライバーがオリエントホテ
ルまで迎えに来て、それでホレズム州の州都ウルゲ
ンチ駅までドライブだ。ドライバーは車が日本製で
トヨタのハイエースだと言うことを非常に自慢して
いた。ヒヴァの旧市街を抜けてウルゲンチへ向かう
道は幹線道路でよく整備され、ソ連の名残であろう
か、トロリーバスも走っていた。しかし一昨日のト
ルクメニスタンとは段違いの国の発展ぶりである。
外資を入れて国作りをするのと鎖国ではこんなにも
差がでるのだろうか。国民のための国作りがどれ程
大切なことなのか証明しているようなものだ。

1ウズベキスタンの鉄道旅、西から東へ

“地獄の門”と“地獄の門”と
サマルカンド･ブルーを探す旅・後編サマルカンド･ブルーを探す旅・後編
“地獄の門”と
サマルカンド･ブルーを探す旅・後編

▲サマルカンドの中心、レギスタン広場

▲“メドレセ”だったオリエントホテル中庭

▲ヒヴァの城壁 ▲ミリタリーオフィスとオリエントホテル

▲ウルゲンチ駅 ▲ブハラまでの客車

▲キジルクム砂漠 ▲ブハラ旧市街の通り

　レストランで両替を済ませ、この後どうするか３
人で相談したところ、この町で一番高いミナレット
（尖塔）に上りたいという話になったが、その高さが
80ｍ程あるし上りにくい回り階段のため、私はホテ
ルに帰って汗を流すことにした。実はこの街は夜、遺
跡全体がライトアップされとても美しいと聞いてい
たので、それを楽しむため夜も散策したかったのだ。
　夕食は行き当たりばったりで、近くのレストラン
を探す。街が世界遺産のため建物には看板やネオン
が全くないので、探すのに苦労した。やっと見つけ
たレストランのガーデンテーブルは満席だが室内に
は空席があり、いつも通りの中央アジアのオアシス
の味を楽しんだ。その後はヒヴァのライトアップさ
れた旧市街全体に広がるイスラム建築を観て回った
のだが、無理な色彩豊かな演出で街並みの雰囲気が
下品になっているかもと心配になった。

ヴ 宿泊したオリ トホ ルは ホ ズ

２.１　タシケントの西約1000kmにあるヒヴァ

月２日朝６時起床 を浴び 時か

２.２　シルクロード交易の十字路、ブハラ

　ブハラのホテルは旧市街地内で、周囲にもそれ程
大きなホテルは無く２階建てのペンションのような
ブ ホ ルは旧市街地内 周囲 も れ程

２.３　ブハラ市内ウォーキングツアー

　40分程で州都のウルゲンチ駅に到着。そこでドラ
イバーとはお別れをし、駅前で切符を確認してゲー
トを抜け駅ビルに入る。もう一回切符を確認されス
タンプが押されホームへ出ると、そこにはすでに列
車が駐まっていた。６号車の１等車コンパートメン
トと聞いていたので期待していたが、そこは２段ベッ
ドが２つの狭い部屋だった。すでに３人の大男が横
になっていて、さぞかし暑苦しい雰囲気。スーツケー
スを置く場所も見当たらない。その中の一人が天井
上を指さしてそこに上げろ、という。こんな重いも
の（20kgくらい）を上げれるわけない、と心で叫び
ながら力を振り絞って２段ベッドの上まで上げて、
さらに天井裏まで担ぎ上げた。みんなちょっとずつ
手を貸してくれたが、汗だくになった。
　客車には冷房が入っておらず、窓の上の方が少し
だけ空いていた。暑い。手ぬぐいで汗を拭いながら
扇子をとりだして仰いだ。もうこれではブハラ到着
までの６時間、横になっているしかなさそうだ。他
の者は本を取り出して読んでいた。走り出すと少し
涼しくなったようだ。車窓には点々と生えるホンの
僅かな緑と何処までも続くキジルクム砂漠が広がっ
ていた。

他にもモザイ
クタイルで装
飾したモスク
や廟が世界遺
産に登録され、
輝きを放って
いた。

▲遺跡のライトアップ

　午前10時12分ウルゲンチ発で、お昼頃には何か
車内販売があるのかと期待していたが何も来ない。
もちあわせのチョコレートや瓦せんべいで空腹を満
たした。トイレに行った際にお湯が出ることを知る。
昼飯抜きよりもさっき苦労して天井まであげた大き
なスーツケースを引っ張り下ろしてカップラーメン
を取り出して食べた。
　４人部屋の２段ベッドの下には日本人が乗ってい
たので、少し話をする。東京から来てウズベキスタ
ンを回っているらしく、前日はヒヴァでタクシーを
チャーターしてヌクス辺りまで観光したそうだ。ド
ライバーはロシア語しか話せなくて、全く会話がで
きなかったと言っていた。道路や案内看板も全く英
語の記載は無く、現地語とロシア語のみの表記でか
なり戸惑ったそうだ。
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建物だった。メインストリートとはいえ細い路地で
人通りも疎らで、閑散とした街だった。翌５月３日
朝食は午前７時半からで、客室も少ないため少人数
で静かにノンビリと食事を摂った。
　出発は午前９時。ガイドは日本への留学経験があ
り、日本語を流暢に話すヒカリさんという現地の女
性で、14歳の時から日本語を学んでいたそうだ。ホ
テルが旧市内のためウォーキングツアーで歩ける範
囲に主な遺跡や歴史的な建物があった。ブハラでは
カレンという地下水路で遠くから水を引いていて、
砂漠でありながら泉などで水は豊富に見られた。桑
の木が大きく育っているのが印象的だ。地理的に交
易が盛んで、オアシス都市らしいバザールが数多く
賑わっていた。はさみが有名だというので小さなも
のを記念に購入したが、少しだけ日本語を話す店主
は、コロナ禍があってその後に来た日本人は我々が
初めてだと嘆いていた。　
　市内にはヒヴァ以上のイスラム建築群があり、歩
くほどに圧倒された。中でも街を破壊征服のためやっ
て来たチンギスハーンは、カラーン・ミナレットを見
上げた時帽子を落とし、それを拾い上げる際に「私に
頭を下げさせたこの塔は壊すな」と言ったそう。そ
のためこの塔は壊されなかったという伝説が伝わっ
ている。
　ブハラでは配車アプリが普及していて、ヒカリさ
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3中央アジア・オアシスの旅を終えて

　５月５日午前７時半 Esst Star Hotelを出発し再
び鉄道でタシケントへ向かった。客車の座席は３等
車といえ、コンパートメントで静かな鉄道旅を味わ
うことが出来た。朝のサマルカンド市内はのんびり
トラムが走るシルクロードらしい美しい街並みで、
少しヒンヤリして羽織るものが欲しいくらいだった
が、昼間は暑くなりそうな予感。駅には30分くらい
で到着、駅ビルに入ると正服の男が、「タシケントへ
行くのか？」と声を掛けてきた。そうだと答えるとスー
ツケースをキャリーに載せてここで待て、という。
ホームまで段差があるためそこまで運ぶらしい。そ
んなシステムかと思ったら、後で３万スム（約300
円）くれと請求された。１万スムに値切ったが応じて
くれず、支払う結果となった。声を掛けてくる親切
を装った現地人は要注意、相手にしてはいけない。
親切程高いものはないと思い知った。
　列車は午前８時４９分にサマルカンド駅を出てし
ばらく走ると一面の砂漠地帯となり、タシケントが
近づくに連れて背の低い草が一面に広がる草原へと
変わっていく。トルクメニスタンの砂漠よりは何か
の動物が生きて行けそうな緑が多く感じられ、牛を
放牧している様子も見られた。どこまでも地平線が
続き山はない。時々平屋建ての建物が見えたりした。
列車は昼過ぎにタシケントに着いたが、車内ではお
茶のサービスがあったくらい。
　タシケント駅では20歳のガイド・アサドさんが
待っていた。タシケントの東洋学大学の学生で、日
本留学が決まっているらしい。博学の好青年で、最

▲ハズラティ・イマーム・モスク▲現地の子供たちと ▲シャーヒズィンダ廟群

▲内部に置かれた石 ▲レギスタン広場のライトアップ

◀アミール・
ティムール廟

▲ゴージャスな地下鉄駅

▲日本人墓地

▲チョルスー・バザール

▲ナヴォイ劇場

２.４　サマルカンドのイスラム建築

月 日午前 時半 S を出発し再

２.５　首都タシケント

　その日のうちにブハラから東へ車で移動し、夜遅
くサマルカンドのEast Star Hotelに到着。市内の
賑やかな場所にあって夜遅くまで音楽が聞こえてい
た。５月４日の朝食は午前８時からと遅めだったが、
午前６時半起床、シャワーを浴びて荷物を整理した。
この日は連泊なので部屋に荷物を置いて市内を観光
する予定だ。午前９時にホテルを出発。ガイドは日
本に４年間留学していたナザロフという男性で、コ

後まで一生懸命案内
をしてくれた。まず始
めにトラディショナ
ルなレストランでの昼
食に案内された。と
言っても食べたのは
結局シシカカブだっ
たが、さすが首都だ
けあってこれまで食
べた中で一番旨い。
上等な肉を使ってい
たのだろう。その後
タシケントの金曜モ
スクと言われるハズ
ラティ・イマーム・
モスクへ向かった。
そこにはティムール
が遠征から持ち帰っ
たという世界最古の
コーランが展示され
ていた。羊の皮にア
ラビア語で書かれた
幅１ｍはあろうかと
いう程の大きな本の
ようなものだ。隣に
は中央アジアで最大
のモスクを建設中で、
広場など外構工事も
最終段階を迎え今年
には完成するらしい。
その他青いドームの

んはそれを使って昼食の
レストランへ案内してく
れた。高天井の広いダイ
ニングは地元の人たちで
賑わっており満席だった
ので、席が空くのを待って
ピラフを注文。日本のよ
うなカラリとしたもので
はなく、たっぷりのごま油
で炒められ、ご飯の上に
牛肉や馬肉がのせられた
ものだ。具も多めで完食は
できなかったが、これがオ
アシスの味だと思った。

　サマルカンドブルーとはラピスラズリの青のこと
ではないかと思っていたが、実はモザイクタイルに
塗られる釉薬で現れる微妙な違いの青が作り出すも
のだった。この青をティムールが愛し、癒やしの色
として大切に伝統工芸のように伝承してきたのだ。
それがイスラム建築と融合してアラベスク模様を引
き立たせ“青の都”と呼ばれるようになったのだ。

vol.24世界建築紀行 “地獄の門”とサマルカンド･ブルーを探す旅・後編

▲カラーン・ミナレット

ンビニでバイトをして暮らしていたらしい。優しい
男だったがのんびりとした人柄で、レギスタン広場
のメドレセでお店を出している。
　遺跡６カ所を巡る予定で、まずドーム屋根がサマ
ルカンドブルーの象徴でもあるアミール・ティムー
ル廟へ行った。ティムール一族が眠る霊廟で、ひとき
わその青さが引き立っていて、青はティムールが愛
した色で、イスラム世界の宝物だとも言われていた。
　次にサマルカンドのシンボル、レギスタン広場に
向かう。レギスタン大通り沿いの街の真ん中にあり、
サマルカンドはこの広場を中心に広がっていた。広
場は３つのメドレセに囲まれ、入口から見て左のウ
ルグベク・メドレセ、右のシェルドル・メドレセ、正
面のディラカリ・メドレセの順に回った。自分が探し
ていたものはこの微妙な異なる青のモザイクタイル
で造り上げられた均整の取れた建物の風景なのだ。
途中にタイル工房がありモザイクタイルを記念品に
購入、また貸衣装で甲冑をつけて写真を撮りたかっ
たが店主に赤いマントと王冠をかぶせられたところ、
現地の子供たちから一緒に撮って欲しいとせがまれ
たことが思い出に残っている。
　その後、ハズラティ・ヒルズ・モスクとショブ・バ
ザール、アフラシャブの丘で天体観測の六分儀遺構
や博物館を訪れ、最後に丘の上に立つシャーヒズィ
ンダ廟群を訪れた。無名の廟もあるが全国から大勢
の国民が巡礼に来ていた。サマルカンドは日本では
それ程知られていなくても見所はとても多く、まだ
まだ未知の魅力を秘めていた。

　サマルカンドでの食事はかつてのイスラム世界の
都だけあって、他の地域よりも美味しく感じられた。
メドレセやモスクを眺めていると、この地域は歴史
的に高度な文化を誇っていたが、13世紀前半にチ
ンギスハンに破壊され、さらに19世紀にソビエト
に組み込まれて不幸な歴史を辿ったことを知った。
1991年ソ連から独立後、遺跡の修復に力を入れて
きたことから、自分たちの国の誇りをどれほど取り
戻したかったかが伝わってきた。

チョルスー・バザール、ナヴォイ劇場、日本人墓地
を順に巡った。
　ナヴォイ劇場はシベリア抑留されていた日本人捕
虜が勤勉に働いて素晴らしい劇場を造ったと評価さ
れていて、その記念碑が外壁に埋め込まれている。
シベリア抑留79人の日本人墓地は四角い平板が並
べられた簡素な広場で、嗜好を凝らしたイスラムの
墓とは全く異質だが、この地で果てた日本人のこと
を思い出させる物だった。
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を装った現地人は要注意、相手にしてはいけない。
親切程高いものはないと思い知った。
　列車は午前８時４９分にサマルカンド駅を出てし
ばらく走ると一面の砂漠地帯となり、タシケントが
近づくに連れて背の低い草が一面に広がる草原へと
変わっていく。トルクメニスタンの砂漠よりは何か
の動物が生きて行けそうな緑が多く感じられ、牛を
放牧している様子も見られた。どこまでも地平線が
続き山はない。時々平屋建ての建物が見えたりした。
列車は昼過ぎにタシケントに着いたが、車内ではお
茶のサービスがあったくらい。
　タシケント駅では20歳のガイド・アサドさんが
待っていた。タシケントの東洋学大学の学生で、日
本留学が決まっているらしい。博学の好青年で、最

▲ハズラティ・イマーム・モスク▲現地の子供たちと ▲シャーヒズィンダ廟群

▲内部に置かれた石 ▲レギスタン広場のライトアップ

◀アミール・
ティムール廟

▲ゴージャスな地下鉄駅

▲日本人墓地

▲チョルスー・バザール

▲ナヴォイ劇場

２.４　サマルカンドのイスラム建築

月 日午前 時半 S を出発し再

２.５　首都タシケント

　その日のうちにブハラから東へ車で移動し、夜遅
くサマルカンドのEast Star Hotelに到着。市内の
賑やかな場所にあって夜遅くまで音楽が聞こえてい
た。５月４日の朝食は午前８時からと遅めだったが、
午前６時半起床、シャワーを浴びて荷物を整理した。
この日は連泊なので部屋に荷物を置いて市内を観光
する予定だ。午前９時にホテルを出発。ガイドは日
本に４年間留学していたナザロフという男性で、コ

後まで一生懸命案内
をしてくれた。まず始
めにトラディショナ
ルなレストランでの昼
食に案内された。と
言っても食べたのは
結局シシカカブだっ
たが、さすが首都だ
けあってこれまで食
べた中で一番旨い。
上等な肉を使ってい
たのだろう。その後
タシケントの金曜モ
スクと言われるハズ
ラティ・イマーム・
モスクへ向かった。
そこにはティムール
が遠征から持ち帰っ
たという世界最古の
コーランが展示され
ていた。羊の皮にア
ラビア語で書かれた
幅１ｍはあろうかと
いう程の大きな本の
ようなものだ。隣に
は中央アジアで最大
のモスクを建設中で、
広場など外構工事も
最終段階を迎え今年
には完成するらしい。
その他青いドームの

んはそれを使って昼食の
レストランへ案内してく
れた。高天井の広いダイ
ニングは地元の人たちで
賑わっており満席だった
ので、席が空くのを待って
ピラフを注文。日本のよ
うなカラリとしたもので
はなく、たっぷりのごま油
で炒められ、ご飯の上に
牛肉や馬肉がのせられた
ものだ。具も多めで完食は
できなかったが、これがオ
アシスの味だと思った。

　サマルカンドブルーとはラピスラズリの青のこと
ではないかと思っていたが、実はモザイクタイルに
塗られる釉薬で現れる微妙な違いの青が作り出すも
のだった。この青をティムールが愛し、癒やしの色
として大切に伝統工芸のように伝承してきたのだ。
それがイスラム建築と融合してアラベスク模様を引
き立たせ“青の都”と呼ばれるようになったのだ。

vol.24世界建築紀行 “地獄の門”とサマルカンド･ブルーを探す旅・後編

▲カラーン・ミナレット

ンビニでバイトをして暮らしていたらしい。優しい
男だったがのんびりとした人柄で、レギスタン広場
のメドレセでお店を出している。
　遺跡６カ所を巡る予定で、まずドーム屋根がサマ
ルカンドブルーの象徴でもあるアミール・ティムー
ル廟へ行った。ティムール一族が眠る霊廟で、ひとき
わその青さが引き立っていて、青はティムールが愛
した色で、イスラム世界の宝物だとも言われていた。
　次にサマルカンドのシンボル、レギスタン広場に
向かう。レギスタン大通り沿いの街の真ん中にあり、
サマルカンドはこの広場を中心に広がっていた。広
場は３つのメドレセに囲まれ、入口から見て左のウ
ルグベク・メドレセ、右のシェルドル・メドレセ、正
面のディラカリ・メドレセの順に回った。自分が探し
ていたものはこの微妙な異なる青のモザイクタイル
で造り上げられた均整の取れた建物の風景なのだ。
途中にタイル工房がありモザイクタイルを記念品に
購入、また貸衣装で甲冑をつけて写真を撮りたかっ
たが店主に赤いマントと王冠をかぶせられたところ、
現地の子供たちから一緒に撮って欲しいとせがまれ
たことが思い出に残っている。
　その後、ハズラティ・ヒルズ・モスクとショブ・バ
ザール、アフラシャブの丘で天体観測の六分儀遺構
や博物館を訪れ、最後に丘の上に立つシャーヒズィ
ンダ廟群を訪れた。無名の廟もあるが全国から大勢
の国民が巡礼に来ていた。サマルカンドは日本では
それ程知られていなくても見所はとても多く、まだ
まだ未知の魅力を秘めていた。

　サマルカンドでの食事はかつてのイスラム世界の
都だけあって、他の地域よりも美味しく感じられた。
メドレセやモスクを眺めていると、この地域は歴史
的に高度な文化を誇っていたが、13世紀前半にチ
ンギスハンに破壊され、さらに19世紀にソビエト
に組み込まれて不幸な歴史を辿ったことを知った。
1991年ソ連から独立後、遺跡の修復に力を入れて
きたことから、自分たちの国の誇りをどれほど取り
戻したかったかが伝わってきた。

チョルスー・バザール、ナヴォイ劇場、日本人墓地
を順に巡った。
　ナヴォイ劇場はシベリア抑留されていた日本人捕
虜が勤勉に働いて素晴らしい劇場を造ったと評価さ
れていて、その記念碑が外壁に埋め込まれている。
シベリア抑留79人の日本人墓地は四角い平板が並
べられた簡素な広場で、嗜好を凝らしたイスラムの
墓とは全く異質だが、この地で果てた日本人のこと
を思い出させる物だった。






